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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バナバ葉抽出物及びサポニンを含有し、飲食品及び健康食品に添加して用いられ、サポ
ニンの配合量が、組成物全体の３～５０質量％であることを特徴とする水分散性又は水溶
解性のバナバ葉抽出物組成物。
【請求項２】
　サポニンが、キラヤサポニン、ダイズサポニン、ユッカサポニン、エンジュサポニン、
茶種子サポニン、ビートサポニン、ニンジンサポニン及び甘草サポニン（グリチルリチン
酸）から選ばれる１種又は２種以上である請求項１に記載の水分散性又は水溶解性のバナ
バ葉抽出物組成物。
【請求項３】
　更に、デキストリン、サイクロデキストリン及び分岐サイクロデキストリンから選ばれ
る１種又は２種以上を含有し、粉末状である請求項１から２のいずれかに記載の水分散性
又は水溶解性のバナバ葉抽出物組成物。
【請求項４】
　ｐＨ２～６の飲料に添加して用いられる請求項１から３のいずれかに記載の水分散性又
は水溶解性のバナバ葉抽出物組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は、水に対し優れた分散性及び可溶性を有し、飲食品、健康食品、化粧品又は医薬
品、特にｐＨ２～６の飲料に添加した場合に、長期間に亘って沈殿の生成を防止すること
ができる水分散性又は水溶解性のバナバ葉抽出物組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
バナバ葉は、ミソハギ科の植物の葉で、フィリピンでは昔から知られている薬用植物であ
り、その葉を煎じて糖尿病に用いられている。日本においても健康食品（顆粒、錠剤、飲
料）及び嗜好品として扱われている。
【０００３】
前記バナバ葉抽出物の食品への使用に関しては、特開平１０－３４９６６７号公報（血糖
値上昇抑制及び下降用組成物）及び特願２０００－１９４０６８号（糖質分解阻害剤、イ
ンスリン分泌抑制剤及び健康飲食物）、などが提案されている。
これらの提案においては、バナバ葉抽出物を食品に使用する場合、コロソリン酸が水に極
めて溶解しないため、特開平１０－３４９６６７号公報ではエタノール抽出物を粉末とし
て使用することが示されている。特願２０００－１９４０６８号では、熱水抽出物を希薄
液にレトルトすることにより容易に摂取しやすくすることが可能であることが開示されて
いる。
【０００４】
しかしながら、前記バナバ葉抽出物は、上記有効成分の効率的な抽出のため、又は食品と
して使用することを目的としているため、含水エタノールを用いる場合が主である。この
ことから、バナバ葉抽出物は、飲料等の水溶液に対し極めて溶解しにくく作業性に欠き、
有効成分であるコロソリン酸を含む極性の低い物質が沈殿を生じる。
【０００５】
前記バナバ葉抽出物は、含水エタノールによる抽出物であるため、極めて水に対し難溶で
あり、経時的に沈殿を生じる。このことから、特に液状の製品に配合する際、注意が必要
である。
この場合、清涼飲料水のような果汁や酸味料が使用されｐＨが低い場合、バナバ葉抽出物
の溶解安定性は著しく低下し、０．０１％程度の極めて低い濃度においても沈殿を生じて
しまう。そのため、製品化にあたって、大きな解決課題となっている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明は、前記従来における諸問題を解決し、以下の目的を達成することを課題とする
。
　即ち、本発明は、極めて水に対し難溶であり、経時的に沈殿を生じてしまうバナバ葉抽
出物を飲食品及び健康食品、特にｐＨ２～６の飲料に使用する際、該バナバ葉抽出物を容
易に溶解させることができ、更に、保存時において沈殿の生成が少ない水分散性又は水溶
解性のバナバ葉抽出物組成物を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明者らは、前記課題を解決するため鋭意検討を重ねた結果、バナバ葉抽出物にサポ
ニン、特にキラヤサポニン、ダイズサポニン、ユッカサポニン、エンジュサポニン、茶種
子サポニン、ビートサポニン、ニンジンサポニン及び甘草サポニン（グリチルリチン酸）
から選ばれる１種又は２種以上を添加し、更に、プロピレングリコール、グリセリン、糖
類、糖アルコール、デキストリン、サイクロデキストリン及び分岐サイクロデキストリン
から選ばれる１種又は２種以上を添加することにより、バナバ葉抽出物を水に容易に分散
又は溶解させることができ、飲食品及び健康食品等に添加した場合に、長期間に亘って沈
殿の生成を極めて少なくできることを知見し、本発明をなすに至った。
【０００８】
　即ち、本発明は、前記課題を解決するため、下記の水分散性又は水溶解性のバナバ葉抽
出物組成物を提供する。



(3) JP 4094332 B2 2008.6.4

10

20

30

40

50

　＜１＞　バナバ葉抽出物及びサポニンを含有し、飲食品及び健康食品に添加して用いら
れることを特徴とする水分散性又は水溶解性のバナバ葉抽出物組成物である。
　＜２＞　サポニンが、キラヤサポニン、ダイズサポニン、ユッカサポニン、エンジュサ
ポニン、茶種子サポニン、ビートサポニン、ニンジンサポニン及び甘草サポニン（グリチ
ルリチン酸）から選ばれる１種又は２種以上である請求項１に記載の水分散性又は水溶解
性のバナバ葉抽出物組成物である。
　＜３＞　サポニンの配合量が、組成物全体の０．０１～５０質量％である前記＜１＞又
は＜２＞に記載の水分散性又は水溶解性のバナバ葉抽出物組成物である。
　＜４＞　更に、デキストリン、サイクロデキストリン及び分岐サイクロデキストリンか
ら選ばれる１種又は２種以上を含有し、粉末状である前記＜１＞から＜３＞のいずれかに
記載の水分散性又は水溶解性のバナバ葉抽出物組成物である。
　＜５＞　ｐＨ２～６の飲料に添加して用いられる前記＜１＞から＜４＞のいずれかに記
載の水分散性又は水溶解性のバナバ葉抽出物組成物である。
【０００９】
　本発明においては、更に以下の態様も好ましい。
　＜６＞　更に、プロピレングリコール、グリセリン、糖類及び糖アルコールから選ばれ
る１種又は２種以上を含有し、液体状である前記＜１＞から＜３＞のいずれかに記載の水
分散性又は水溶解性のバナバ葉抽出物組成物である。
　＜７＞　バナバ葉抽出物が、含水エタノール抽出物であり、組成物全体に対し０．０１
～５０質量％添加されている前記＜１＞から＜６＞のいずれかに記載の水分散性又は水溶
解性のバナバ葉抽出物組成物である。
　＜８＞　飲食品及び健康食品に対してバナバ葉抽出物組成物を０．０１～５０質量％添
加する前記＜１＞から＜７＞のいずれかに記載の水分散性又は水溶解性のバナバ葉抽出物
組成物である。
　＜９＞　バナバ葉抽出物と、サポニンと、更に、グリセリン、糖類、糖アルコール、プ
ロピレングリコール、又はこれらの混合物とを添加混合し減圧濃縮することを特徴とする
液体状のバナバ葉抽出物組成物の製造方法である。
　＜１０＞　バナバ葉抽出物と、サポニンと、更に、デキストリン、サイクロデキストリ
ン、分岐サイクロデキストリン、又はこれらの混合物とを添加混合し、減圧濃縮した後、
乾燥することを特徴とする粉末状の水分散性又は水溶解性のバナバ葉抽出物組成物の製造
方法である。
　＜１１＞　サポニンが、キラヤサポニンである前記＜９＞又は＜１０＞に記載の水分散
性又は水溶解性のバナバ葉抽出物組成物の製造方法である。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明について更に詳しく説明する。
　本発明の水分散性又は水溶解性のバナバ葉抽出物組成物は、バナバ葉抽出物及び界面活
性剤（サポニン）を含有する。
　また、本発明の水分散性又は水溶解性のバナバ葉抽出物組成物は、バナバ葉抽出物及び
界面活性剤（サポニン）と、更に、プロピレングリコール、グリセリン、糖類及び糖アル
コールから選ばれる１種又は２種以上を含有し、液体状であるバナバ葉抽出物組成物、或
いはバナバ葉抽出物及び界面活性剤（サポニン）と、更に、デキストリン、サイクロデキ
ストリン及び分岐サイクロデキストリンから選ばれる１種又は２種以上を含有し、粉末状
であるバナバ葉抽出物組成物である。
【００１１】
前記バナバ葉抽出物は、特に制限はないが、バナバ葉を乾燥した後、含水有機溶媒を用い
抽出されるものであり、必要に応じて吸着樹脂で精製して得られるものが好ましい。
【００１２】
ここで、バナバ葉〔学名：Ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａ　ｓｐｅｓｉｏｓａ（Ｌｉｎｎ）
Ｐｅｒｓ．〕というミソハギ科の植物の葉である。フィリピンでは昔から知られている薬
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用植物であり、その葉を煎じて糖尿病の治療に使われている。日本においても健康食品（
顆粒、錠剤、飲料）及び嗜好品として扱われている。有効成分としては、５環性のトリペ
ルテンであるコロソリン酸が見出されており、血糖値を調整する機能が知られている。
【００１３】
前記含水有機溶媒としては、例えば、メタノール、エタノール、プロピルアルコール、イ
ソプロピルアルコール、ブタノール等の炭素数１～６の低級アルコール；アセトン、メチ
ルエチルケトン等の低級脂肪族ケトン；１，３－ブチレングリコール、プロピレングリコ
ール、イソプロピレングリコール、グリセリン等の炭素数２～５の多価アルコール、トル
エンなどが挙げられるが、これらの中でも、安全性、取扱性の観点からエタノールが好適
である。
前記含水エタノールを抽出溶媒として用いる場合には、エタノールの濃度は５０質量％以
上であることが好ましく、７０質量％以上の濃度であることがより好ましい
【００１４】
前記吸着樹脂としては、芳香族系又は芳香族系修飾型のものが適当である。使用可能な吸
着樹脂の具体例としては、ダイヤイオンＨＰ，同２０，同２１、セパビーズＳＰ２０７，
同８２５，同８５０（以上、三菱化学社製）、アンバーライトＸＡＤ２，同４，同７（以
上、オルガノ社製）、等が挙げられる。
【００１５】
バナバ葉から有効成分を抽出するに際して、特殊な抽出方法を採用する必要はなく、室温
乃至還流加熱下で、任意の装置を用いて抽出することができる。
【００１６】
具体的には、抽出溶媒を満たした処理槽に、バナバ葉を投入し、必要に応じて時々攪拌し
ながら、３０分～２時間静置して可溶性成分を溶出した後、濾過して固形物を除去し、得
られた抽出液から抽出溶媒を溜去し、乾燥することにより抽出物が得られる。抽出溶媒量
は通常、抽出原料の５～１５倍量（質量比）であり、抽出条件は、抽出溶媒として水とエ
タノールとの混合溶媒を用いた場合には、通常４０～８０℃で３０分～４時間程度である
。なお、溶媒で抽出することにより得られる抽出液は、抽出溶媒が安全性の高いものであ
ればそのまま配合して本発明のバナバ葉抽出物として用いることができるが、更に、上述
したように、吸着樹脂を用いて精製することが好ましい。
【００１７】
前記バナバ葉抽出物の配合量は、組成物全体に対して０．０１～５０質量％、好ましくは
０．１～３０質量％である。
前記バナバ葉抽出物の配合量が多すぎると水分散又は溶解性の優れたバナバ葉抽出物組成
物の製造が困難となる場合がある。
【００１８】
　前記界面活性剤（サポニン）は、界面張力を下げる機能を有するものであれば特に制限
はなく、目的に応じて適宜選定することができるが、今日の健康志向を考慮に入れると、
安全性の観点から天然由来のサポニン類を用いることが好ましい。
【００１９】
　前記界面活性剤（サポニン）としては、例えば、キラヤサポニン、ダイズサポニン、ユ
ッカサポニン、エンジュサポニン、茶種子サポニン、ビートサポニン、ニンジンサポニン
、甘草サポニン（グリチルリチン酸）、などが挙げられるが、これらの中でも、キラヤサ
ポニンが界面活性能に優れており、入手が容易である点から好ましい。
　なお、サポニンの純度は、界面活性能を有すれば特に制限されるものではないが、サポ
ニン特有の味を考慮に入れると、純度の高い方が使用量を少なくできる観点から好ましい
。
【００２０】
　前記界面活性剤（サポニン）の配合量は、原料バナバ葉の種類、バナバ葉抽出物の抽出
条件、目的とするバナバ葉抽出物の有効成分によっても異なるが、組成物全体に対して好
ましくは０．００１～５０質量％、より好ましくは０．１～３０質量％である。
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【００２１】
また、本発明のバナバ葉抽出物組成物においては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選
択することができるが、更に、増量剤、賦形剤を添加することができる。特に、バナバ葉
抽出物組成物中のバナバ葉抽出物の濃度が５０質量％より少ない場合には有効である。
【００２２】
前記増量剤又は賦形剤の種類は特に限定されるものではないが、水への分散又は溶解を考
慮に入れると、水に対する溶解性が高い方が望ましい。
具体的には、バナバ葉抽出物の液体製剤では、プロピレングリコール、グリセリン、糖類
、糖アルコール、などが挙げられ、これらは１種を単独で又は２種以上を組み合わせて用
いることができる。
バナバ葉抽出物の粉末製剤では、デキストリン、サイクロデキストリン及び分岐サイクロ
デキストリン、などが挙げられ、これらは１種を単独で又は２種以上を組み合わせて用い
ることができる。
【００２３】
前記糖アルコールとは、還元基を有する糖の還元基(アルデヒド基及びケトン基)を還元し
てアルコール基としたものを意味し、この糖アルコールは発酵法などにより天然に産する
もの、Ｈ２やＮａＢＨ４等の化学試薬で工業的に元の糖の還元基に水素を添加することに
より製造することができる。
このような糖アルコールとしては、例えば、エリスリトール、キシリトール、トレハロー
ス、ソルビトール、マンニトール、マルチトール、パラチニット、ラクチトール、リビト
ール、還元澱粉糖化物などが挙げられ、これらの１種を単独で又は２種以上を組み合せて
用いることができる。
【００２４】
前記糖類としては、例えば、ショ糖、果糖、グルコース、キシロース、ガラクトース等の
単糖類、マルトース（麦芽糖）、ラクトース（乳糖）、ラクチュロース、パラチノース等
の二糖類、異性化糖などが挙げられ、これらの１種を単独で又は２種以上を組み合せて用
いることができる。
【００２５】
なお、本発明のバナバ葉抽出物組成物には、上記成分以外にも、更に必要に応じて、例え
ば、ｐＨ調整剤、安定化剤、酸化防止剤等の各種添加剤を配合することができる。
【００２６】
次に、バナバ葉抽出物組成物の液体製剤の製造方法について説明する。
バナバ葉抽出物は前述の方法で抽出されて得られるものを使用する。バナバ葉抽出物と、
界面活性剤と、更に、グリセリン、糖類、糖アルコール、プロピレングリコール、又はこ
れらの混合物とを添加混合し、例えば、ロータリーエバポレーターにて減圧濃縮すること
により、容易に水に対し溶解することができ、ｐＨ２～６、特にｐＨ２～４の飲料等に使
用できる水分散又は溶解性の優れた液体状のバナバ葉抽出物組成物が得られる。
これは、界面活性剤が、バナバ葉抽出物中の疎水性部位を安定化させ、水溶液中にて沈殿
を生じさせることを防止する。特にｐＨの低い飲料等に使用する場合において、界面活性
剤として、キラヤサポニンを配合することが有効であり、沈殿の生成を防止できる。
【００２７】
また、バナバ葉抽出物組成物の粉末製剤の製造方法について説明する。
バナバ葉抽出物は前述の方法で抽出され得られるものを使用する。バナバ葉抽出物と、界
面活性剤と、更に、デキストリン、サイクロデキストリン、分岐サイクロデキストリン、
又はこれらの混合物とを添加混合し、例えば、ロータリーエバポレーターにて減圧濃縮し
た後、更に、真空濃縮機、噴霧乾燥、熱風乾燥機又は凍結乾燥機を用いて乾燥することが
好ましい。
乾燥条件は特に限定されるものではないが、バナバ葉抽出物の有効成分劣化を考慮に入れ
ると、４０～７０℃前後で１６～４８時間程度乾燥することが望ましい。乾燥後、例えば
、衝撃式粉砕機にて粉砕し、篩い分けすることで、容易に水に対し溶解することができ、
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ｐＨ２～６、特にｐＨ２～４の飲料等に使用できる水分散又は溶解性の優れた粉末状のバ
ナバ葉抽出物組成物が得られる。
これは、界面活性剤が、バナバ葉抽出中に添加された後、濃縮することでバナバ葉抽出物
の液体製剤を、乾燥し粉末することでバナバ葉抽出物の粉末製剤を極めて容易な製造方法
で得ることができる。
【００２８】
本発明のバナバ葉抽出物組成物は、水に対し優れた分散性及び可溶性を有し、飲食品、健
康食品、化粧品又は医薬品等に添加して用いることができる。これらの中でも、ｐＨ２～
６の飲料に添加して用いることが好ましい。
この場合、バナバ葉抽出物組成物の添加量は、添加する飲食品、健康食品、化粧品又は医
薬品に応じて異なり一概には規定できないが、通常０．０１～５０質量％程度である。
【００２９】
前記飲食品としては、例えば、清涼飲料、炭酸飲料、栄養飲料、果実飲料、乳酸飲料等の
飲料(これらの飲料の濃縮原液及び調整用粉末を含む)；アイスクリーム、アイスシャーベ
ット、かき氷等の冷菓；そば、うどん、はるさめ、ぎょうざの皮、しゅうまいの皮、中華
麺、即席麺等の麺類；飴、キャンディー、ガム、チョコレート、錠菓、スナック菓子、ビ
スケット、ゼリー、ジャム、クリーム、焼き菓子等の菓子類；かまぼこ、ハム、ソーセー
ジ等の水産・畜産加工食品；加工乳、発酵乳等の乳製品；サラダ油、てんぷら油、マーガ
リン、マヨネーズ、ショートニング、ホイップクリーム、ドレッシング等の油脂及び油脂
加工食品；ソース、たれ等の調味料；種々の形態の健康・栄養補助食品；その他スープ、
シチュー、サラダ、惣菜、漬物などが挙げられる。
【００３０】
また、本発明バナバ葉抽出物組成物は、上記飲食物以外にも経口摂取する錠剤、カプセル
剤、ドリンク剤、トローチ、うがい薬等の医薬品、医薬部外品等、口中清涼剤、口臭防止
剤等の口腔内で使用する口腔清涼剤、歯磨剤などに添加して用いることができる。
【００３１】
【実施例】
以下、製造例、実施例及び比較例を示し、本発明を具体的に説明するが、本発明は下記実
施例に制限されるものではない。
【００３２】
〔製造例１〕
乾燥したバナバの葉３ｋｇを含水エタノール（エタノール９０質量％含有）２Ｌを加え、
還流抽出を行った。その抽出液をろ過後、吸着樹脂（三菱化成製、ＨＰ－４０）で精製し
、減圧濃縮後、バナバ葉抽出物を１５０ｇ（固形分２０質量％）得た。
【００３３】
〔比較例１〕
製造例１で得られたバナバ抽出物を５０ｇにプロピレングルコールを９０ｇ添加し、減圧
濃縮することで、比較例１のバナバ葉抽出物の液体製剤を１００ｇ調製した。
なお、プロピレングルコールの代わりに、上述したグリセリン、糖類又は糖アルコールを
使用しても同様である。
【００３４】
〔比較例２〕
製造例１で得られたバナバ葉抽出物を５０ｇにデキストリン（参松工業（株）製　サンデ
ク＃１００）を９０ｇ添加し、噴霧乾燥することで、比較例２のバナバ葉抽出物の粉末製
剤を調製した。
なお、デキストリンの代わりに、上述したサイクロデキストリン又は分岐サイクロデキス
トリンを使用しても同様である。
【００３５】
〔実施例１〕
比較例１で得られたバナバ葉抽出物を５０ｇにキラヤサポニンを５ｇ(丸善製薬（株）製
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　キラヤニンＣ－１００、固形分　３０質量％)とプロピレングルコールを８８．５ｇ添
加し、減圧濃縮することで、実施例１のバナバ葉抽出物の液体製剤を調製した。
なお、プロピレングルコールの代わりに、上述したグリセリン、糖類又は糖アルコールを
使用しても同様である。
【００３６】
〔実施例２〕
製造例１で得られたバナバ葉抽出物を５０ｇにキラヤサポニン(丸善製薬（株）製キラヤ
ニンＣ－１００)を５ｇとデキストリン(参松工業（株）製　サンデク＃１００)を８８．
５ｇ添加し、噴霧乾燥することで、実施例２のバナバ葉抽出物の粉末製剤を調製した。
なお、デキストリンの代わりに、上述したサイクロデキストリン又は分岐サイクロデキス
トリンを使用しても同様である。
【００３７】
〔実施例３〕
製造例１で得られたバナバ葉抽出物を５０ｇにキラヤサポニン(丸善製薬（株）製　キラ
ヤニンＣ－１００)を２．５ｇとグリセリン脂肪酸エステル(太陽化学（株）　サンソフト
Ａ―１７１Ｅ)を０．７５Ｇとプロピレングルコールを８８．５ｇ添加し、減圧濃縮する
ことで、実施例３のバナバ葉抽出物の液体製剤を調製した。
なお、プロピレングルコールの代わりに、上述したグリセリン、糖類又は糖アルコールを
使用しても同様である。
【００３８】
〔実施例４〕
製造例１で得られたバナバ葉抽出物を５０ｇにキラヤサポニン(丸善製薬（株）製　キラ
ヤニンＣ－１００)２．５ｇと酵素分解レシチン（Ｔ＆Ｋレシチン（株）製　エルマイザ
ーＡ）１ｇとデキストリン（参松工業（株）製　サンデク＃１００）８８．５ｇを添加し
、噴霧乾燥することで、実施例４のバナバ葉抽出物の粉末製剤を調製した。
なお、デキストリンの代わりに、上述したサイクロデキストリン又は分岐サイクロデキス
トリンを使用しても同様である。
【００３９】
次に、実施例１～４及び比較例１，２で調製したバナバ葉抽出物組成物を用いて、下記配
合のバナバ葉抽出物配合飲料を作製し、下記方法により安定性試験を行った。結果を表１
に示す。
【００４０】
＜バナバ葉抽出物配合飲料＞

上記配合に、水を加えて１００ｍＬに調整した後、クエン酸ナトリウムを用いてｐＨ３，
４，５，６にそれぞれ調整した。
【００４１】
＜安定性試験＞
得られた各バナバ葉抽出物配合飲料を透明ガラスビンに充填し、熱殺菌後、室温に放置し
、経時的に１週間後と１ヶ月後の外観上の変化を目視で観察し、下記基準で評価した。
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評価基準
－：沈殿なし
±：わずかに沈殿あり
＋：沈殿あり
【００４２】
【表１】

表１の結果から、実施例１～４では、水に容易に溶解し、ｐＨ３～６のいずれの飲料にお
いても、沈殿の生成がないバナバ葉抽出物組成物が得られることが確認できた。
これに対して、比較例１，２では、水に極めて溶解しにくく、ｐＨ３～６のいずれの飲料
においても、沈殿の生成が確認された。
【００４３】
〔実施例５〕　果汁入り飲料
下記配合組成の果汁入り飲料を常法により製造した。

【００４４】
〔実施例６〕　コーヒー飲料
下記配合組成のコーヒー飲料を常法により製造した。
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【００４５】
〔実施例７〕　レモンティー
下記配合組成のレモンティーを常法により製造した。

【００４６】
〔実施例８〕　混合茶
下記配合組成の混合茶を常法により製造した。

【００４７】
【発明の効果】
　以上説明したとおり、本発明によれば、次のような効果が得られる。
　請求項１に記載の水分散性又は水溶解性のバナバ葉抽出物組成物の発明によれば、含水
エタノール抽出した水に難溶なバナバ葉抽出物を水に溶解した時、容易に水分散又は水溶
解し、沈殿の生成を抑制し、飲食品及び健康食品に添加して用いることができる。
　請求項２に記載の水分散性又は水溶解性のバナバ葉抽出物組成物の発明によれば、キラ
ヤサポニン、ダイズサポニン、ユッカサポニン、エンジュサポニン、茶種子サポニン、ビ
ートサポニン、ニンジンサポニン及び甘草サポニン（グリチルリチン酸）から選ばれる１
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種又は２種以上のサポニンであれば、有効成分を失うことなく、容易な方法で製造するこ
とができるため、飲食品、健康食品、化粧品、又は医薬品に幅広く用いることができる。
　請求項４に記載の水分散性又は水溶解性のバナバ葉抽出物組成物の粉末化製剤の発明に
よれば、バナバ葉抽出物に界面活性剤（サポニン）を添加し、これを乾燥することで、容
易に粉末化することができる。
　請求項５に記載の水分散性又は水溶解性バナバ葉抽出物組成物によれば、従来困難であ
った、ｐＨ２～６の飲料に容易に添加して沈殿の発生などの不具合が生じることのないも
のである。
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